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自動車アセスメントロードマップ2024

■令和5年度第3回検討会で承認された「自動車アセスメントロードマップ2024」における、
「事故自動緊急通報装置」の方針は以下の通り。

2024年度：試験・評価方法検討（次世代）
2025年度：予備試験（次世代）
2026年度：開始可否を確認中

■2026年度以降の「次世代」の内容と
開始時期を早期に決定することが、

今後の更なる事故自動緊急通報装置の

普及に繋がると考える。

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度〜

試験・評価方法検討
（次世代）

予備試験
（次世代）

開始可否を確認中
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「次世代」の内容と開始時期

■2026年度～後席対応
⇒ベルト着用情報を活用した情報表示

■2028年度～交通弱者（歩行者・自転車）対応
⇒車両、接続機関、消防・病院が連携した運用面の検証を2027年度までに完了させ、

2028年度から評価対象とする

＜事故自動緊急通報装置：現行＞

＜事故自動緊急通報装置：改定案＞

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度〜

試験・評価方法検討
（次世代）

予備試験
（次世代）

後席対応

交通弱者対応検証

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度〜

試験・評価方法検討
（次世代）

予備試験
（次世代）

開始可否を確認中
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参考資料
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JNCAP
※改定２年毎

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 ～

試験運用

事故自動緊急通報

1. 事故自動緊急通報（AACN）の普及状況

JNCAP導入でAACNの普及が加速（JNCAPへの導入は普及に効果的）

5★必須要件
評価点：AACN 8点、ACN 4点

装備車の
リスト公表

▼総合評価開始

本格運用

ACN

AACN
(D-Call Net)

▼情報提供

‘15/11に対応車両を
市場に導入

‘18/6本格導入

ACN (Automatic Collision Notification) :  事故自動緊急通報システム
AACN (Advanced ACN) ： 先進事故自動緊急通報システム

AACN搭載車の累計台数（国産車）※自工会調

JNCAP導入
↓
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※2019年度 警察庁データ 全体死者数3215人より
※乗車中の前席/後席割合はITARDAデータより算出

■事故実態（状態別交通死者数）

次世代として後席と交通弱者への適用拡大に取り組む

未対応

四輪乗車中
（前席）

自動二輪

歩行者

自転車
四輪乗車中
（後席）

※医療関係アンケート結果＠第26回 航空医療学会

■今後に対する期待

2. カバー範囲と今後に対する期待

D-Call Net
対応済

例)
・車内外映像
・乗員把握（年齢、性別）
・その他情報

（既往歴、家族連絡先）
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‘00

3. AACNのシナリオ

救命効果

‘15 ‘20 ‘25 …

・
・
・

ACN

AACN（前席のみ）

後席対応

交通弱者対応

将来検討（案）
車内外映像、乗員把握、
体調急変etc

導入済

次世代

事故実態と現場の要望から救命効果向上に取り組んでいく

▼’18/6

▼’22/12より導入

▼’24/4より検証開始

HELPNET緊急通
報サービス開始

D-Call Net
正式運用開始
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＜表示例＞

後席表示
「+後席乗員の可能性あり」

表示条件 ： 後席ベルト情報有り＆ 後席死亡･重症率5%以上

JNCAP 26年度導入によって普及拡大させる

4. JNCAPへの次世代の提案 ① 後席対応

後席対応

ベルト着用情報を活用した情報表示
（’22/12～導入）

※現状は1社が導入
他社は導入に向け検討中
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事故発生

or

交通弱者
(歩行者と自転車)

接続機関

自動通報

連
携

交通弱者事故の
傷害予測

通報

会話

消防本部

ドクターヘリ基地病院

通報配信

STEP1 検証～ACN

STEP2 AACN (D-Call Net)

・事故の場所
・衝突速度
・傷害程度 etc

D-Call Net
サーバー

実用化には3者（車両、接続機関、消防・病院）が連携した検証が必要
検証⇒ACN⇒AACNと段階的に導入させる

要請基準

消防・病院との連携

車両

消防・病院

会話成立性

通報精度

4. JNCAPへの次世代の提案 ②-1 交通弱者対応

交通弱者対応
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検証項目

①通報精度の検証（車両⇒接続機関）

・車両 ⇔ 接続機関の通信確認（システムエラーが発生する通報パターンがないか）
・衝突の確からしさの確認

②会話成立性：システムを適切に運用できるかの確認（接続機関）

・運用オペレーション構築（様々な通報パターンに対する適切な対応）

③要請基準：傷害予測アルゴリズムの適正化（接続機関 ⇒ 消防・病院）

・実際の事故事例を検証し、適正な要請基準を作る

④消防・病院との連携

・交通弱者対応の理解獲得

市場で問題なくシステムが機能するか、狙った効果が出るかを検証する

4. JNCAPへの次世代の提案 ②-2 交通弱者対応
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開始

24 25 26 27 28

検証期間 ※接続機関の本サーバを改修して実施

検証の協力エリア拡大
※千葉県からスタート

全国展開
・消防：全国消防庁会に説明 ⇒ 全国展開
・病院：航空医療学会、ドクターヘリ運航調整委員会

接続機関
・システム仕様書
・運用マニュアル
・本システム構築

接
続
機
関
の
本
シ
ス
テ
ム

へ
の
切
替

消防・病院との
連携

▼検証開始（1社のみ） ※検証状況次第

当面は検証数が少ないため、オペレーションや
システム構築に時間がかかる見込み

・通報精度の検証
・会話成立性（運用オペレーション構築）
・要請基準（傷害予測アルゴリズムの適正化）

今後の日程（案）

検証本格化

システム構築

接
続
機
関
の
シ
ス
テ
ム

改
修

HEM-Netを中心に活動

24年より検証を開始、27年末の本格運用を目指す
⇒ JNCAP 28年度導入によって普及させる

4. JNCAPへの次世代の提案 ②-3 交通弱者対応
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